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俳優座劇場：喜

日同月年タ聞新
一オーストラリアに来てみて驚い

吉小一たことの一つは、アジアの一員と

堕して
富己
譲に自負めつつある

一からであろ
うが、アジアにかんす

一る地域研究が予想以上に盛んであ

り、まさに発展途上にあることで
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一九五四年に俳優座劇場が開

よ」と言っていた。
ある日新東

場レてをり二十年余になる。こ

宝の
深夜撮影の時、突然「頭が

の劇場もその役割を終え
℃新レ

止まった」と叫んたこと
があっ

く生まれ変わろうとしている。

た。あまりの疲労に
時計の針が

終戦直後は稽〈けい）古する場所

とんど寝る阪がない。

突然停止したようだつた。私は

がなくて本郷赤門前の害福寺の
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しばりく撮影
－F市止レてもらっ

住職今井大彰氏の好意で本堂を

こんなこと
悲のったo午前新
た。だなり京都へ行く寝台で限

拝出国したり、吉禅寺の信用組合

東宝、午後東宝、夜は大駅、
深
るのが一番の楽しみだった。八

の事務所を借りたりした。その

夜独立プロに。この時監督の今
時間ぐっすり眠れるからであ

どの部門にも海外からの客員スタ
ホイットラム前首相は、政界引
川
後六本木に小さな稽古場を建

井六叫んが「ここに泉あり」を撮
る。しかし疲れたのは私だけで

vフが常時参加する体制になっ
退後、この研究大学院の客
員数授
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て、それをり演劇研究所設立、劇

っていた。セットに入ったもの
はない。劇団の各部署の各人が

ていて、国際色が大層建かであ
になる模様だとの新関記事が最近
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団十周年を期して劇場を創るこ
る白、大谷竹次郎さんが女性秘
の逮臼の疲れで回が開かない。
皆一生懸命であり、そして疲れ
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ちなみに、私が所属する現代中
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川
その通りにとにかく実現出来
なり客席までをつぶさに見られ
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い問ご苦労さん、やっと借金
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この司か世界の、少なくとも英語
抱角たといわねばならない。
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伴つものであるだけに中国の今臼
閣の、現代中国研究の一つの中心
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棄処語大教授・国際関係論
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書
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な
ど
の

・フイツツジェラルド氏）は、学

ェラルド名誉教授（前記の著者と
の現状への希望的観測治かなJa
こなろうとする意以こ志きわめて
Hオーストラリア国立大学現代中

内各部門の研究者が興事也活動的
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時
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三
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県

協の老
翠）の研究楽的には、
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きにも思われるoこうし
i
E目すべきものが
あ
引アメリカ
国センター客員教授としてキャン

な研
究集団であるが、この一年間
研究大学院の付属図書館や近く
かつて私自身も陸自したことがあ
方からすれば、日・中・畿の一一一角
の現代中国研究の高い水準は十分
ベラ滞在）

には、私以外にもハーバード大学
の国立図書館の資
意図醤もなか
った。

裂
義一」そ、アジアの将来にとっ

現代工
芸美術協会が
分
裂
鰭氏
弓新

（米）のロス・テリル教授、ぺン
なか充実しており、見事に鐙理さ
ところで、今日の中国について
て重要だという結論になるようて

集団の設立ヘ

シルペニア州立大学（米）のパリ
れている。私が国立図
書館のアジ
の関心がそのように高まっている
あり、日中
関係は問題な
く順調に
十七年前、伝統工芸に対抗して
悶芸の楠部弥弐、清水六兵衛氏、

ス・チャン教授が客員教授として
ア訴を初めて訪れたとき、たちど
背景には、この国が朝鮮戦争から
発展するであろっと見ている人び
現代の美術工芸を目指して創設さ
染織の山
窪華氏、
彫金の結佐美一

招かれたほか、イスラエルのヘブ
ころ
に私の者留を何冊か探し出し
グェトナム戦争にいたるまで、ア
とが多い。

れた現代

工芸美術協会（代表・山
行氏らの芸術院会員を含んでおり日

ライ大学
hqbエディス・ジョフィ
てきてくれてサインを求められた
ジアの冷戦の一方の側につねに加
日中関係は、いわば異母兄第の
崎覚太郎氏、会員三百土ハ人〉
新しい工芸集団「日本新工芸家一

助
教授がセンター専任スタッフに
のはうれしい驚きであった。

おして
芝ことや、長い間の人種
標だからなかなか一筋縄ではゆ
が、このほど
量入の退会声明に
盟」を近く設立、来春
宮展覧会

就任している。

こうしたオーストラリアのアジ
的偏見のために中国人移民を冷遇
かないとか、先の日中長期経済取
よって分裂した。退会声明者は、
活動をすることになっている。
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洋 国 1
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研豊
究か
大 な
学太
院平

究のセンターになってきたといっ

てよい。この研究大学院（院長は

中国史のワン・ガン・ウl教授）

は、
人類学、言語学、生物地理・

地形学、考古学、人物地理学、経

済学、国際関係論、東アジア史の

九つの学科と現代中国センター、

戦略・
防衛研究センター、開発研

究センターなどのセンター
九完成

っており、伝統的な学
問系列にと

らわれない学際的かつ機能的な研

究システムそ採っている、
？えに、

現代中国研究に意欲
今，s"('J干1\

赤堀
尚・国

める。キャンベラのオーストラリ

ア国立大学は、一般の学部とは別

にいくつかの研究大学院（リサー

チ・スクール）をもち、そこは博

士課程一の学生を受け入れるのみ

で、もっぱら研究とセミナー中心

というユニークな存在である。

なかでも、太平洋地域研究大学

院（リサーチ・スクール・オヴ・

パシフィック・スタディズ）は、

一九四七仔にこの大学院が創立さ

れて以来、アジア・太平
洋地域研

底に人種的偏見のh臆罪、意識



へ旋回していってしまった。加え

て、ニクソン・ドクトリン、アメ

リカのアジア
内ちの撤退といった

アジアの相次ぐ変動は、英・米資

本主義の再生産圏に甘んじて豊富

な随時牧鉱業資源と稀少人口のゆえ一

に高い生活水準を維持してきたこ

の国の伝統的。保守主義。を大き

く揺るがしたのである。

一旨つした事情が、民族的・社会

的に以ヨーロッパ国
家＠」の国金

いまごりなぎb地理的に目覚めさ

せ、いきおいアジアへの同一化を

促したといってよいであろう。

有数の
資源輸出国であるといって
日本なのである。

も、いまさら第三世界のいわゆる
その中国とは、一九七二年に国

資源ナショナリズムの立場にくみ
交を
正常化して以来、大いに友好

するわけにはゆかない。そして、

関係そ深めつつあり、それだけに

このようなオーストラリアにと
オーストラリアがアメリカの側に
毛沢東以後の中国現代化の方向に

って、本来、もっとも身近なアジ
立ってグェトナム戦争にコミット
も関心が集まっている。一方、中

アとは、メラネシア、ミクロネシ
してぎた
経緯なりしても、インド
国の側もカナダと並んでオ！スト

ア、ポリネシアといった南太平津
シナ三国との関係はすぐに強也で
ラリアなb
小麦を買っているが、

群島群であり、さらにはインドネ
さそうにない。

いまだ対中貿易は
令官体でこの国の

シア房はじめとするASEAN諸
この国とは対照的にソ連が今
輸出のわずか一・六%、輸入の一

国であるはずであるそしかし、
目、アジアの一周たという顔付き・O%にすキ守、輸出の一面・o

民族形成と経済開発の途上にある
をしているとしても、ソ連の影は
%も占めてる第一位の日本の比で

これら諸国はオーストラリアが依
あまりにも薄い。結局、この国に
はなく、この点守勺すれば、この

拠すべ言対象ではない。この国が
とってアジアとは、中国であり、
国にとって舟留はまだまだ彼躍の
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このように見たとき、この国が

いかに日本との関係を童福してい

るかは明瞭であり、それだ
け私た

ちの対オーストラリア認識を深

め、臼豪関係を強
化すべきであろ

うことはいうまでもない。しかし

一方、この国の白木へのそのよう

なみ片想い。は、本質的には経済

関係としてのものであって、この

国の国民の閣にはいま
だに日本へ

の潜在的な瞥戒
心が存在するばか

りか、アジアの一員として存立じ

ようという国家目標にもかかわら

ず、オーストラリアの国歌は断

然「ゴッド・セイゲ・ザ・クイー

ン」だと固く信じている人びとが

多いこと
も事実である。

美しく広大な自然と
清澄
な大気

に沿じんできたこの国の人びと

が、アジアのドロドロした現実に

どこまで手を
汚すことができるか

どうか、今日でもシドニー
国際空

港の
検疫は世界に例経」見ないほど

厳格である。（裏目品
外国語

大教授・
国際
関
係

論Hオーストラリア国立大学現代

中国センタ
よ客
員教授としてキャ

ンペラ滞在）
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